








特に 「機能動詞結合」というものを習得する時に苦手 と感 じていた。例えば、「打撃」











みると適切 とは言えない。(3)は、動作性を持たない 「レジャー」が動作性名詞 として
使われている。村木(1991)は、機能動詞を 「実質的な意味を名詞にあずけて、みず
からはもっぱら文法的な機能を果たす動詞」 と定義 してお り、機能動詞 と名詞 との結





21日 本語 コロケーシ ョンについての研究











「慣用句」を 「二語(以 上)の連結使用が固定 してお り、全体の意味は構成語の意味
の総和からは出て来ないもの」とし、三者の連結の固定度 と意味の固定度の見地から




















句は 「汗 をか く」の よ うなもの、比喩 的慣用句は 「油を売 る」の よ うなものである。
これ らの用語や定義 は完全 に一致す るわけではないが、「機 能動詞結合」は、国広(1985)







な語結合にくらべるとつよい」、 「名詞句 と動詞の問に、他の語句がはい りにくい」な
ど、コロケーションと同じような特徴をあげている。また、機能動詞結合を構成する
要素である名詞 と動詞の性質について検討 している。機能動詞 と結びつ く名詞は、動
作、状態、現象を表す名詞であり、これを 「動作性名詞」 と呼ぶ。もう一つの要素で




詞(受動の意味を表す 「(注意を)うける」な ど)、アスペク ト的機能動詞(始動相を








は動詞用法はきわめてす くない、とい う例がみ うけられる。「労働 「裁判」などは、
その一例である」と述べている。また、「指示/連絡/調査/批判」などの動名詞は 「す
る」と後接 して動詞 となるが、新聞記事を見ると 「指示を受ける」 「連絡をとる」「調
査を受ける」「批判を招く」のような例が少なくない とい うことを指摘している。鈴木
(2009)は、中国人上級 日本語学習者の作文コーパスを用いて、最も典型的な機能動
詞 「す る」のコロケーションに関す る誤用にはどのような傾向があるのかを明らかに
した。 コロケーションの誤用はコロケーションの結びつき自体を誤っている 「結びつ
きの誤用」 とコロケーションの結びつきは正 しいが文脈を見ると誤用であると判断さ

































合の使用状況が どのように変化 していくのか、学習者に共通す るものは何かを分析 し








動作 陛名詞 として抽 出対象 とした。抽 出作業は まず 、形態素解析 ソフ トウェアである
茶まめ(Unidic-Mecab2.1.2)3を利用 し、作文デー タを形態素解析にかけ、Exce1に
出力 し、解析結果 か らサ変名詞 と機能動詞 の結合 を抽 出 した。品詞 タグの うち、「名詞
一普通名詞一サ変可能 」(例:「賛成」 「抵抗」)、「名詞一普通名詞一サ変形状詞 可能」(例:
「退屈」、 「迷惑」)と 「接尾辞一名詞 的一サ変可能」(例:「少子化 」の 「化」)に限定 し
た。形態素解析の結果 と作文の原 文を対照 し、サ変名詞 の後 ろに来 るのが 「助詞+機
能動詞」 の場 合、その結合 をコロケーシ ョン として抽 出 した。動詞 の連用形 と機能動
詞の結合(例:「 感 じがす る」)は、著者 自身が作文を読み、 目視 で抽 出 した。 また、
日本語 にない名 詞 と機能動詞の結合(例:「*経 験を受 ける」)や、書 き間違い(例:「*
ベ レンスを とる(バ ランスを とる)」)、機能動詞結合 であるべきなのに機 能動詞結合で
はない もの(例:「*関 心す る」(「関心を持つ」))を使用 した場 合もあるため、目視で
上記の用例 を抽出 した。抽 出作業が完 了後、日本語母語話者 と共に正誤判断 を行 った。
4.2.教科書調査
学習者が機能動詞結合に出会 う頻度を調べる必要があると考えているため、教科書
調査を実施する。LARPに参加 した学習者が2004年から2006年の問に 「初級 日本語」、
「中級 日本語」、「高級 日本語」、 「日本語会話」の授業で使用 した教科書を調査対象 と
する。教科書は、『進学する人のための 日本語初級』、『新文化初級 日本語初級1、H』、
『中級の日本語』、『日本語中級読解入門』、『テーマ別 中級から学ぶ 日本語』、『テー





本研究で誤用 とす るものと誤用としないものは、以下のとお りである。



































1 23 3 32 20 18 0 33
4 15 1 26 21 34 3 33
5 38 12 33 24 16 3 33
6 21 0 33 25 23 2 33
8 22 3 33 26 41 1 33
9 21 8 33 27 23 2 33
10 44 1 33 28 15 5 33
12 22 5 31 29 28 6 33
14 10 2 33 30 36 1 33
15 17 0 32 31 24 3 32
16 12 4 30 34 29 3 33
18 25 5 30 35 20 10 33
19 19 5 25 37 29 1 32






れるが、2年目から 「動詞の連用形+助詞+す る」や 「サ変名詞+助詞+機 能動詞」
















1年後期 113 1 1 0
2年前期 87 4 0 2
2年後期 52 12 1 32
3年前期 49 12 2 30
3年後期 59 15 1 9
4年前期 46 6 3 46
4年後期 29 0 1 12






て選択 し、日本語にない機能動詞結合を作って しま う例も見られ る。学習者のレベル
が上がるにつれ、使える表現が多くなった一方で、誤用のタイプも増えてきた。1年
次後期の作文では四つのタイプの誤用が見 られたが、2年次前期か ら誤用のタイプが








ヴォイス 助詞 名詞の選択 動詞の選択
1年後期 0 10 0 1 0 1 1
2年前期 3 9 0 1 2 1 4
2年後期 1 9 0 0 1 1 8
3年前期 2 10 2 0 1 1 5
3年後期 0 7 0 1 2 1 5
4年前期 0 6 1 3 1 1 4
4年後期 0 2 1 1 0 0 3
合計 6 53 4 7 7 6 30
学習者が共通 してよく使 う機能動詞結合は何かを明らかにす るため、作文から抽出
した機能動詞結合の頻度 と異な り使用人数を出現頻度の順に上位30位までまとめた







学習者が多 く使用 しており、誤用も少ない。岡嶋(2014)は、漢字圏の学習者 と非漢
字圏の学習者の機能動詞結合の使用状況を比較する際に、非漢字圏の日本語学習者が
このような名詞 と機能動詞をセ ットにしてコロケーションとして習得 していると推測
しているが、漢字圏の学習者も同 じように習得 しているのではないかと考えられる。
表4機 能動詞結合の出現頻度と異なり使用人数(出 現頻度順、上位30位)
機能動詞結合 出現頻度 使用人数 機能動詞結合 出現頻度 使用人数
感じがする 47 15 スポーツをす る 12 7
勉強をする 46 19 買い物をする 10 9
仕事をする 44 22 計画を立てる 10 8
アルバイ トをする 34 17 バランスをとる 9 9
旅行をする 23 14 運動をする 9 6
電話をかける 21 11 宿題をする 8 8
食事をする 20 10 お喋 りをする 8 4
話をする 19 12 リサイクルをする 8 6
恋をする 19 12 デモを行う 7 6
準備をする 19 12 影響を受ける 5 3
関心を持っ 17 7 外食をする 7 4
旅をする 14 9 生活をする 6 5
迷惑をかける 14 11 デモをする 5 5
影響を与える 14 10 世話をする 5 3




確認 した結果、 「アルバイ トをする」「感 じがする」「影響を与える」 「迷惑をかける」
などは、タイ トルに関わらずよく出現 している一方、「勉強をする」(第2回「春休み」、






べ回数が最も多い原因は、大学生の一 日の行動を記述 しようとす ると、必ず 「勉強」
「アルバイ ト」など、動作を表す言葉が多 く使用されるか らであろ う。また、後述の
第6章 にも関連するが、これ らの機能動詞結合は多くの初級教科書で扱われてお り、







(4)*政治のことに対 してあま り関心 していない人たちもむ りや りに政治の話に巻
き込まれて しまいました。(学 習者24、作文19)
(5)*今にただ少ない人だけ政治に関心 します。(学 習者14、作文19)
上記 の例 のよ うに、 「関心 をもつ」であるべきなのに、 「関心す る」 とい う日本語 に
ない表現 が見 られ る。 このほか、機能動詞結合の誤 りで はないが、(6)(7)のよ うに
「関心す る」 を使用 している文があ る。
(6)*彼女 はいつ もそばにいて、何 でも得 らず 関心 して くれていますか ら。
(学習者27、作文13)
(7)*内容 にただい くっか短いセンテ ンスがあったが、母は私 に関心す ることや祝
福す ることがいっぱい込めていま した。(学 習者10、作文13)
「関心す る」 を使用 しているのは、学習者10番 、14番、24番、27番の4名 で ある。
なお、10番、14番、27番は、その後 に書いた作文で は、 「関心 を持 つ」 と正 しく使 っ
てい るが、学習者24番 は、作文15で は 「関心 を持つ」 と正 しく使用 してい るのに、
その後 の作文19に また 「関心す る」を使用 してお り、使用の 「ゆれ」が見 られ た。
(8)です か ら、政治に対 して、あま り関心 を持 ちません。(学 習者10、作文19)
(9)ファッシ ョンの雑誌や番組 な どにたいへん関心を持 っていた り、...
(学習者24、作文15)

















考えられる。 日本語の 「関心」と比べ、中国語の 「美心」の意味範囲は広く、学習者
が持つ中国語の知識を直接 日本語に持ち込んだことが、誤用の原因の一つであろ う。






詞結合を繰 り返 して使用する傾向があることがわかる。6.2.2に 述べているよう
に、作文のテーマと強く関わってお り、横断的に見ると特定の作文に複数回の使用が
見られ るのに対 し、特定の学習者が複数の作文で同一の機能動詞結合を繰 り返して使
用 している傾向もある。
(11)携帯電話 の使い人は若 くなるか ら、新 しい功用 も増 えて きます。前は電話 をか
けるこ とだ けできます。(学 習者37、作 文12「携帯電話」)
(12)母に安心のために電話をかける時は よくうれ しそ うな声 を します。
(学習者37、作文13「母の 日」)
(13)電話 をか けた後気分 もよくな りま した。(学 習者37、作文14「友情」)
(14)どこで も電話 をかけるができ る。(学 習者37、作文17「私の愛用 品」)
(15)つま らない時に電 話があれば、面 白くな る。 もちろん、電話 をか けることがで
きる。(学 習者37、作文17「私の愛用 品」)
(11)の用例は 「携帯電話」 とい う作文か ら抽出したもので、テーマによる影響の可
能性が高い。 しか し、下の四つの例文を見ると、学習者が 「電話をかける」とい う表
現を習得 したので、多く使用 したいため、わざと 「電話」についての話題 を取 り上げ
たと推測できる。なお、村木(1991)は、機能動詞結合の特徴 として、「機能動詞結合
には、「～する」と交替するものがある。 「決定をくだす⇔決定す る」 といった交替で
ある」と述べている。「電話をかける」と 「電話(を)す る」もこのように交替できる
例である。しかし、「電話をかける」を繰 り返 して使っているのはこの学習者だけでは








その他、「感 じがする」は、5.1.2の表4に 示 している通 りに、出現頻度が一番多 く、
特に後半から作文テーマを問わず過半数の学習者に使われている。その中で、学習者
26番は第14回から第25回までの11回の作文に、 「感 じがする」を10回使用 してお
り、繰 り返 しの回数が最も多い。その他、学習者8番 は第17回から第29回までに7
回、学習者29番は第14回から第25回までに5回 「感 じがする」を使用 している。ま
だ中級段階で、使 える表現が限られているため、同一の機能動詞結合を繰 り返して使









低いと指摘 している。さらに、「教える側 としては、コロケーシ ョンを単語と同等に重





と 「食事をする」は4冊 に共通 し、3冊に共通の機能動詞結合が6例、2冊に共通のも
のが12例であった。共通の機能動詞結合の特徴として、「電話をかける」以外、すべ
ての機能動詞結合が 「サ変名詞+を+す る」タイプのものである。






多くの学習者に使われている機能動詞結合を、初級の教科書に出現 してお り、 日本語
学習の早い段階で導入 され、習得が早いと考えられる。学習者に使用 されているが、
教科書に出現 していない機能動詞結合は、学習者がどのように習得 したかはまだ明ら
かにす ることはできなかった。また、多くの学習者に使われてお り、結びつきが強 く、
ひとまとまりにして習得 した と考えられる 「電話をかける」、「バランスをとる」「影響
一69一
調査報告
を与える」 「計画を立てる」 「関心を持つ」は、いずれも教科書に出現 している。本研
究の調査対象 とした教科書は、シラバスによって使い方が違 うが、学習者はこれ らの
機能動詞結合を授業中で習得 した可能性が高いと言えよう。LARPの作文テーマは33









機能動詞結合 出現冊数 機能動詞結合 出現冊数 機能動詞結合 出現冊数
電話をかける 4 掃除をする 3 生活をする 2
食事をする 4 準備をする 3 夜更かしをする 2
勉強をする 3 話をする 2 洗濯をする 2
仕事をする 3 世話をする 2 約束をする 2
経験をする 3 買い物をする 2 散歩をする 2
アルバイ トをする 3 予約をする 2 遅刻をする 2
表6機 能動詞結合の使用人数 と出現時期(使用人数順、上位30位)
機能動詞結合 使用人数 出現時期 機能動詞結合 使用人数 出現時期
仕事をする 22 2004～2005 スポーツをする 7 2004～2005
勉強をする 19 2004～2005 運動をする 6 2004～2005
アルバイ トをする 17 2004～2005 リサイクルをする 6
感 じがする 15 2005 デモを行 う 6
旅行をする 14 2006 生活をする 5
話をする 12 2004 デモをする 5
恋をする 12 家事をする 5
準備をする 12 2004～2005 お喋りをする 4 2005
電話をかける 11 2004～2005 外食をする 4
迷惑をかける 11 ショッピングをする 4
食事をする 10 2004～2005 挨拶をする 4
影響を与える 10 2005 影響を受ける 3
旅をする 9 世話をする 3 2004
掃除をする 9 2004～2005 食事を取る 3
買い物をする 9 2004～2005 復習をする 3 2004～2005
バランスをとる 9 2006 考えを持っ 3
計画を立てる 8 2005 喧嘩をする 3































また、コーパス調査のため、学習者は正 しく使 える自信のないものを回避 した可能性
がある。 さらに、学習者の使用実態 と教科書における機能動詞結合の扱い方を調査 し
たが、学習者の使用意識について、まだ明確になっていない。今後の課題 として、中
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